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徳島文理大学(学長 田村禎通)の研究グループは、 : 2

3 5 2 :,これは、
深田俊幸(徳島文理大学薬学部 教授)と佐野栄紀(高知大学医学部 教授)等を中心とする共同
研究グループ) による研究成果です。 
亜鉛は、私たちの生命活動に必要な元素です。体内の亜鉛の量は、亜鉛の運搬分子である

亜鉛トランスポーター) によって厳密に制御されていますが、体内の亜鉛量が減少すると、
皮膚炎をはじめとする様々な症状が現れます) 。私たちの研究グループは、遺伝子改変マウ
スを用いた実験で亜鉛トランスポーターZIP10 が皮膚のバリア機能) に必要であることを発
見し、2017 年に発表しました) 。皮膚のバリア機能は、皮膚からの水分の蒸散や外来成分の
侵入を防ぐ重要な役割を担っており、その喪失はアトピー性皮膚炎をはじめとする様々な皮
膚疾患で見られますが、アトピー性皮膚炎への亜鉛トランスポーターの関与は明らかではあ
りませんでした。そこで研究グループは、アトピー性皮膚炎患者の皮膚病変部における ZIP10
の発現量を調査しました。その結果、検査した全てのアトピー性皮膚炎患者の皮膚病変部に
おいて、ZIP10 の発現量が著明に減少していることを確認しました。すなわち、ZIP10
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今回の成果は、ZIP10 がアトピー性皮膚炎に関与する新しい分子であることを示唆してい

ます。今後の研究において、ZIP10 3
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本成果は、『The Journal of Dermatology』の電子版において、日本時間の 12 月 26 日に掲
載されました。 
 
 
 1.

亜鉛は、生命維持に必要な９種類の必須微量元素のひとつです。食事や飲料などに含ま
れる亜鉛は小腸から吸収され、その後、亜鉛トランスポーターと呼ばれる亜鉛を運搬する
分子によって全身の細胞内に取り込まれます。一方、何らかの原因によって生体内の亜鉛
量が低下すると、皮膚炎をはじめとする様々な亜鉛欠乏症の症状が現れます) 。 
私たちの研究グループは、遺伝子改変マウスを用いた実験から、亜鉛トランスポーター

の一つである ZIP10 が、表皮を形成する細胞へ亜鉛を運搬する働きを担っており、皮膚の
バリア機能に必要であることを発見し、2017 年に発表しました ( 	 ) 。皮膚
のバリア機能は、皮膚からの水分の蒸散や外来成分の侵入を防ぐ重要な役割を担っており、
皮膚のバリア機能の喪失は、アトピー性皮膚炎をはじめとする様々な皮膚病の症状として



 
現れますが) 、ヒトの皮膚疾患における ZIP10 の関与は明らかにされていませんでした。
そこで、 3
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最初に皮膚病のデータベースを用いて、アトピー性皮膚炎患者由来の臨床サンプルにお
ける ZIP10 遺伝子の量を調査しました。その結果、アトピー性皮膚炎の病変部において、
ZIP10 遺伝子の量が有意に減少していることを見いだしました ( A	 。次に、
アトピー性皮膚炎患者の皮膚組織を用いて、免疫組織染色によって ZIP10 タンパク質の発
現を解析しました。その結果、検体として用いた全てのアトピー性皮膚炎患者の病変部に
おいて、ZIP10 タンパク質が顕著に減少していることが確認されました ( B	 。
これらの結果は、 1 ZIP10 3
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今回の研究からアトピー性皮膚炎において、表皮を形成する細胞へ亜鉛を運搬する
ZIP10 の発現や働きが低下している可能性が示されました。現在、日本ではアトピー性皮
膚炎の患者数が増加の一途をたどっていますが、その治療はステロイド系等の医薬品によ
る対処療養的な炎症の軽減が主流であり、バリア機能の正常化を促す根治的な薬や治療法
はまだ開発されていません。今後の研究によって、 ZIP10 ZIP10
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徳島文理大学薬学部 病態分子薬理学研究室 
高知大学医学部 皮膚科学教室 
Ajou University (韓国) 
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細胞内外の亜鉛の運搬を担う分子で、亜鉛輸送体とも呼ばれる。 
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Zinc Signaling (second edition), editors: Toshiyuki Fukada and Taiho Kambe" " " " " " " " " " " " "  
Springer Nature Singapore, 2019 (ISBN 978-981-15-0556-0) 
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体表面を被う皮膚には、皮膚からの水分の蒸散や外来成分の侵入を防ぐ役目があり、こ
れを皮膚のバリア機能という。角質を含む表皮や皮脂膜が、皮膚のバリア機能の役目を担
っている。アトピー性皮膚炎では皮膚のバリア機能が著しく損なわれており、皮膚のバリ
ア機能の損失がアトピー性皮膚炎の症状を悪化させている要因の一つとして考えられて
いる。 
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Proc Natl Acad Sci USA, 114:12243-12248, 2017
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